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ＩＣＴ利活用教育の推進に関する 

事業改善検討委員会 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年6月4日（火） 

佐賀県教育委員会 
 



議事次第 

 

Ⅰ 開 会 

 

Ⅱ 教育委員会挨拶 

 

Ⅲ 事務局より 

 １ ＩＣＴ利活用教育の推進に関する事業改善検討委員会の開催について 

 ２ 委員紹介 

 

 

Ⅳ 報 告 

 １ 平成３０年度の取組について 

 （１）ＩＣＴを利活用した児童生徒の意識調査について 

 

 

（２）学習用パソコンを利活用した学校の取組状況について 

 

 

Ⅴ 協 議 

 １ 令和元年度の取組について 

（１）学習用パソコンを利活用した学校の取組について 

 

 

（２）ＩＣＴ利活用に係る意識調査について 

 

 

２ その他 

 

 

Ⅵ 事務連絡 

   ・次回日程について 

 

 

Ⅶ 閉 会 



令和元年度「ICT利活用教育の推進に関する事業改善検討委員会」について 
 

佐賀県教育委員会 

１ 開催趣旨 

平成27年度より引き続き、本委員会を開催し、平成23年度から全県規模で実施している

「ＩＣＴ利活用教育推進事業」について、これまでの取組を振り返るとともに、今後のあ

り方について、総合的な立場から、取組の改善・検討に向けた協議を行うことにより、佐

賀県ならではの教育の特色を活かした、より効果的なＩＣＴ利活用教育の実施を図り、本

県教育の質の向上につなげる。 

 
２ 委 員 
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ＩＣＴ利活用教育の推進に関する事業改善検討委員会の運営について 
平成 27 年 5 月 29 日 

ＩＣＴ利活用教育の推進に

関する事業改善検討委員会 

 

１ 趣旨 

ＩＣＴ利活用教育の推進に関する事業改善検討委員会（以下「改善検討委員会」

という）の運営については、以下のとおりとする。 

 

２ 改善検討委員会 

（１）座長は、議長として、会議を進行する。 

（２）座長がやむを得ない理由により改善検討委員会の会議に出席できないときは、

改善検討委員会に所属する委員のうちから座長があらかじめ指名する委員が、そ

の職務を代理する。 

   

３ 会議の公開 

  改善検討委員会は原則として公開とする。ただし、座長が非公開とすることが適

当と認める場合には、その一部又は全部を非公開とする。 

 

４ 議事概要の公開 

  改善検討委員会の議事は、議事概要等をホームページへの掲載等により公開する。

ただし、座長が非公開とすることが適当と認める場合には、その一部又は全部を非

公開とする。 
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ICT 利活用教育の推進に関する事業改善検討委員会
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ICTを利⽤した授業の満⾜度（県⽴⾼校⽣徒）

「ICTを利活用した各教科の授業に満足している」と答えた高校生
（調査時期 H27年3⽉末 H28年3⽉末 H29年2⽉末 H30.2⽉末）

回答者数 H26年度 6,050⼈ H27年度 12,063⼈ H28年度 18,244⼈ H29年度18,140⼈ H30年度17,650⼈
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ICT利活⽤に関する教員の満⾜度（県⽴⾼校）

「ICTを利活用できるようになったことに満足している」と答えた教員
(調査時期 H27.3⽉末、H28.3⽉末、H29.2⽉末、H30.2⽉末)

回答者数 H26年度 730⼈ H27年度 1,611⼈ H28年度 1,582⼈ H29年度1,594⼈ H30年度1,558⼈
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新・意識調査（案）の実施について

Copyright Saga Prefecture All Rights Reserved

資料６
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A:教材研究 指導 準備 評価   ICT 活⽤  能⼒

教育効果を上げるために、コンピュータやインターネットなどの利用場面
を計画して活用する。

授業で使う教材や校務分掌に必要な資料などを集めたり、保護者・地域
との連携に必要な情報を発信したりするためにインターネットなどを活用
する。

授業に必要なプリントや提示資料、学級経営や校務分掌に必要な文書
や資料などを作成するために、ワープロソフト、表計算ソフトやプレゼン
テーションソフトなどを活用する。

学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシートなど
をコンピュータなどを活用して記録・整理し、評価に活用する。

児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を明確につかませたり、学習内
容を的確にまとめさせたりするために、コンピュータや提示装置などを活
用して資料などを効果的に提示する。

児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり、比較検討さ
せたりするために、コンピュータや提示装置などを活用して児童生徒の
意見などを効果的に提示する。

知識の定着や技能の習熟をねらいとして、学習用ソフトウェアなどを活
用して、繰り返し学習する課題や児童生徒一人一人の理解・習熟の程
度に応じた課題などに取り組ませる。

グループで話し合って考えをまとめたり、協働してレポート・資料・作品な
どを制作したりするなどの学習の際に、コンピュータやソフトウェアなどを
効果的に活用させる。

学習活動に必要な、コンピュータなどの基本的な操作技能（文字入力や
ファイル操作など）を児童生徒が身に付けることができるように指導する。

児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集し
たり、目的に応じた情報や信頼できる情報を選択したりできるように指導
する。

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトなどを
活用して、調べたことや自分の考えを整理したり、文章・表・グラフ・図な
どに分かりやすくまとめたりすることができるように指導する。

児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるように、コ
ンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する。

児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任を持ち、相
手のことを考え、自他の権利を尊重して、ルールやマナーを守って情報
を集めたり発信したりできるように指導する。

児童生徒がインターネットなどを利用する際に、反社会的な行為や違法
な行為、ネット犯罪などの危険を適切に回避したり、健康面に留意して適
切に利用したりできるように指導する。

児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け、パスワードを
適切に設定・管理するなど、コンピュータやインターネットを安全に利用
できるように指導する。

児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き、学習に活用
したり、その仕組みを理解しようとする意欲が育まれるように指導する。

B:授業中 ICT 活⽤  指導  能⼒

C:児童 ⽣徒 ICT活⽤ 指導  能⼒ D:情報      指導  能⼒

平成30年度実施 教員 ICT活⽤指導⼒調査 項目

新・意識調査（案）の実施について
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C-1
学習活動に必要な、コンピュータなどの基本的な操作技能（文字入力
やファイル操作など）を児童生徒が身に付けることができるように指
導する。

C-2
児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して、情報を収集
したり、目的に応じた情報や信頼できる情報を選択したりできるように
指導する。

C-3
児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトな
どを活用して、調べたことや自分の考えを整理したり、文章・表・グラ
フ・図などに分かりやすくまとめたりすることができるように指導する。

C-4
児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるように、
コンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する。

児童・生徒に身に付けさせたいICT活用能力 児童・生徒の
実態も把握

C:児童 ⽣徒 ICT活⽤ 指導  能⼒

新・意識調査（案）の実施について
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新・意識調査（案）の実施について

調査項目

「教員のICT活⽤指導
⼒調査 項目 参考 
分類

具体的な場面を設定し、
⽣徒が答えやすいように
配慮
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大学生対象調査

高校生対象調査

新・意識調査（案）

＜引き続きできること＞
 ⼤学⽣ ⾼校⽣     経年⽐較 ・⾼→⼤ 校種をまたぐ追跡
 県⽴⾼卒者 他県⾼卒者  ⽐較

＜新しくできること＞
 教員 ICT活⽤指導⼒調査結果  ⽐較
→国 求  ⽣徒 ICT活⽤能⼒  ⽣徒   程度⾝      

か、課題がどこにあるか を把握する。

一
つ
に
ま
と
め
る・重複する項目はそのまま生かす

・重複しない項目はそれぞれ追加

令和元年度平成30年度実施

新 意識調査（案） 機能

新・意識調査（案）の実施について

高大共通意識調査

・分類の表示と項目の並べ替え

国
の
調
査
項
目
に
合
わ
せ
て
分
類
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調査目的

⼤学 1年⽣ …6⽉中旬  7⽉実施予定
⾼等学校 2年⽣ …年明 1⽉実施予定

調査対象及び調査時期

 教員 ICT活⽤指導⼒調査  参考  ⽣徒 ⾝       ICT利活⽤
能⼒ 分類 沿  具体的 活⽤場面 設定    頻度 問  

調査項目

国 実施   教員 ICT活⽤指導⼒調査 結果  ⽐較   国 求  
ICT活⽤能⼒  ⽣徒   程度⾝           課題       
を把握することによって、学校現場での指導や研修計画の参考とする。

新・意識調査（案）の実施について




